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施設の基本コンセプト

施設の在り方、使い方について

１

具体的な方策

　

　三条の街並みは「小路」が迷路のように広がり、「小路」には名前がつけられ、そこで生活する人々に親しまれてきた歴史がある。
　施設全体を一つの“まち”と捉え、スポーツや文化活動といった「用事」を足しに来た人や“まち”に魅力を感じふらっと立ち寄る人
たちが「小路」で出会い、擦れ違い、そして集う。
　“まち”を訪れた人たちがお互いの活動を「見て」「見られて」刺激を受け、そして参加する。
　かつてのまちなかにおいて当たり前の風景として見られた、街角や「小路」での人々の語らい、交流をこの施設で体現し、市民に
愛され、交流を育む拠点にしたい。

施設全体を“まち”として捉える。
人が集い、人が人を呼び、にぎわいがそこにある。そんな施設にしたい。

かつてのまちなかの風景をつくる

 子ども時代に遊んだ景色や空間の思い出からその特徴を分析し、
「遊環構造理論」に基づいた“まち”づくりを行った。

 これまでの「施設」の概念を超え、施設でありながら「広場」や
曲がりくねった「小路」があり、「社交場」がある。それは、かつ
て商店が連なり行き来の中で人と人が出会い、語らう場であったま
ちなかの空間を凝縮したものであり、凝縮された空間で人がにぎわ
い、また、にぎわう様子が伺える様は、かつてのまちなかのにぎわ
いの一角を体現するものである。



２

具体的な方策

日常生活に溶け込む

 人々が自然に“まち”を訪れるためには、人々の日常
の生活の一部にこの施設が溶け込むことが必要である。
毎日買い物に行くように運動（用事）したり、息抜き
のために文化活動（用事）を行う場、放課後の子ども
たちの遊び場として日々の生活において普段使いをす
ることにより、この凝縮された街並みの「小路」を介
して多様な人々が出会い、顔なじみとなり、交流が生
まれる。

多様性に富み変化を促す

 「魅力的な“まち”は多様性に富んだ“まち”」と言わ
れるように、人を惹き付け、多様な人々の交流を更に
促すためには、他者を拒まず、あらゆる人を受け入れ、
変化に富んだ空間とすることが必要であり、この施設
をにぎわいを創出するための舞台装置として機能させ
なければならない。

 また、多様性や変化は、他の施設との相乗効果に
よって生まれるものもあり、施設間の連携を意識して
いく必要がある。

 

にぎわいを生み出し、人を惹きつける空間であることが必要！

施設の役割



■専門性の高い事業の展開

マニア向けの専門性の高い事業を実施し、通
常の貸館事業の利用者とは別に、リピーター
になり得るコアな客層の集客を図る。

■人のルーティンに入り込む
人には毎日、毎週、あるいは毎月しなければ
ならないといったルーティンがある。その
ルーティンに入り込むことができる事業や場
所を提供し、無性に行きたくなる施設を目指
す。

いかに普段から日常的に利用される場所となり得るか、その「日常性」こそが施設のにぎわいを支
え続ける根本であり、普段のにぎわいを断続的に見せることで、ふらっと立ち寄りたくなる施設とす
る。

施設の在るべき姿

◆人々の日常に溶け込む施設

■共用部は自由に開放！
ロビーや屋外を始めとした共用部を開放し、
自由に利用してもらい、いつも何かをやって
いる感を創出することにより、普段からのに
ぎわいを断続的に見せる。

■居心地の良い環境の提供

日常的に施設を訪れてもらうには、居心地が
良くなければならない。ひとりでのんびりし
たり、誰かと話したり、自分らしく過ごせる
環境を提供し、ふらっと立ち寄れる施設とす
る。

３

「継続性」及び「必然性」を意識した魅力的な事業や専門性の高い事業を展開し、一度訪れ
たらまた来たくなる、来なければならなくなる施設とする。
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公共施設とはこうだ、という今までの思い込みを払拭し、自由な発想の使い方による事業を展開すること
で、多様性に富む“まち”のように常に施設に変化をもたらし、これまでスポーツや文化に関心の薄かった
層も取り込み、にぎわいを創出する。そして、施設におけるにぎわいを他の施設に波及させ、相乗効果を生
み出す。

◆多様性に富み変化を促す施設

■飲食（飲酒）の自由化

今まではタブーであった飲食及び飲酒につい
て、一定のルールの下で自由化し、飲食系の
イベントを充実させ、飲食を目的に訪れる客
層を開拓する。

■営利利用の利用料金上乗せの緩和
様々なイベント等の興行や良質なスポーツ大
会や芸術活動を誘致・興行することにより多
様な人々を惹き付けるため、営利利用におけ
る利用料金を三条市の他の公共施設では10倍
のところ、本施設では３倍とする。

本施設のみで人の動きや消費活動を完結せず、集客力の高い施設として周辺への回遊を促し、
他の施設との相乗効果が生まれるように工夫する。

■他の施設との連携



４

【参考】三条市総合計画基本計画における文化、スポーツの方向性


